
 江南市農業委員会議事録 

 

 別紙の件付議のため、平成２８年１２月２１日午前９時３０分より市民文化会館２

階特別会議室にて江南市農業委員会を会長招集する。 

 

 

 

 

出 席 委 員 

 

１ 古田みちよ  ２ 杉本俊人 

３ 齊木勝次  ４ 丹羽昭彦 

５ 藤岡和俊  ６ 野呂浩伸 

７ 大脇敏彦  ８ 中西孝明 

９ 宮地友治  １０ 伊藤十代司 

１１  小沢捨雄  １３ 鶴見道秋 

１４ 稲山久男  １５ 永井弘海 

１６  鈴木 孝  １７ 掛布吉根 

１８ 沢田正隆  １９ 岩井孝之 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

開 会   午前９時３０分 

 

 

    会長（古田みちよ）議長席に着き、出席者１８名を確認し会議の成立を告げ

る本日の議事録署名者に５番藤岡委員、１８番沢田委員を指名し議事に入る。 



議 長（会長） あいさつ。 

      それでは、只今より、農業委員会総会を開催します。 

本日の出席委員は１８名です。これにより在任委員の過半数の出席を満

たしております。従いまして本会議は成立いたします。 

日程第１、本日の議事録署名者は、５番藤岡委員、１８番沢田委員にお

願いします。 

続きまして、日程第２、議案第４８号「農地法第３条の規定による許可

申出書許可決定について」を議題といたします。 

それでは、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

冒頭ではございますが、議案書の差替えをお願いいたします。議案書１

２ページ受付番号１５１番でございますが、申請者の都合により取下げら

れましたので、席に配布させて頂いた１５１番が欠番となっているものに

差替えをお願いいたします。 

議案に戻りまして２ページをお願いします。受付番号１８番、１９番の

２件の申請で、受付番号１８番は所有権移転の案件、１９番については地

上権設定の案件でございます。 

受付番号１８番の申請事由としまして、譲渡人は遠方で耕作困難なため、

譲受人が農地を譲り受け一層農業に精進するものです。耕作面積は現在３，

４３７㎡で、３２３㎡の所有権を移転し、耕作するものです。 

受付番号１９番の申請事由としまして、貸人は本申請地を自身で営農を

しながら借人が農地の有効活用を図り申請地上空を使い太陽光発電設備の

設置を継続するものです。耕作者は貸人「・・・￥」、設置者は借人の「・・・

￥」のため、地上権の設定をするものです。 

別紙の農地法第３条の許可判断基準にありますとおり、受付番号１８番

については農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件すべてを

満たすと考えます。受付番号１９番については、農地法第３条第２項ただ

し書に該当するため、許可できると考えます。 

以上で説明を終わります。 

 

議 長       

事務局の説明が終わりましたが、受付番号１８番と１９番の案件につき

ましては、事務取扱規程に従いまして、地域農業委員の方に現地調査を実

施していただきました。各委員からその状況を発表していただきます。 

受付番号１８番の案件につきましては、稲山委員、丹羽委員にお願いし

ます。 

 



稲山委員 

耕作すべき農地を効率的に耕作していないことから７月に不許可になっ

た案件です。私の営農地が近辺にあるため、状況はよく把握していますが、

畑については、果樹や野菜などが植えられており、耕作している姿も見か

けますし、葛が生えていた田については、開墾され田の状態に戻っていま

す。このような状況から今後耕作されることを期待しています。 

 

丹羽委員 

現地の耕作状況から申請者のやる気を感じました。 

 

議 長       

受付番号１９番の案件につきましては、岩井委員、永井委員にお願いし

ます。 

 

岩井委員 

太陽光発電設備の下部で畑を耕作するというものですが、当然日陰にな

る部分の影響で作物の収量が少なくなります。申請地は多品目を栽培して

努力している姿勢は見られますが、一定以上の収量が求められるため、収

量を増やすよう、引き続き努力してもらいたいです。 

 

永井委員 

多品目を栽培しており、努力していますが、日照不足の影響で収量不足

が見受けられるので、今後は日照不足でも育てられる品種に絞る等して収

量を増やしてもらいたいです。 

 

議 長       

それでは、今回の案件について何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

大脇委員 

受付番号１９番について、同時に転用許可申請がされますが、地目は変

更になりますか。 

 

事務局 

転用許可申請は太陽光発電設備の支柱部分のみで大部分は農地であるた

め、地目は変わらず農地のままです。 

 

伊藤委員 

受付番号１９番について、申請者の年齢が高齢ですが、今後耕作放棄地



になってしまった場合に、太陽光発電設備のみで運用はできるのでしょう

か。 

 

事務局 

申請者の年齢は高齢ですが、実際に一緒に耕作している後継者がいるこ

とから引き続き営農型太陽光に取り組むものと考えられます。仮に耕作放

棄地になった場合につきましては、設備の撤去ということになります。 

 

議 長 

その他、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

（「ありません」の声あり） 

 

議 長 

      ご意見・ご質問もないようですので、承認決定してよろしいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議 長 

それでは、議案第４８号「農地法第３条の規定による許可申出書許可決

定について」を承認決定といたします。 

続きまして、日程第３、議案第４９号「農地法第４条の規定による許可 

申出書意見決定について」を議題といたします。 

   それでは、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

４ページをお願いします。受付番号２０番から２２番までの３件の申請

で、すべて太陽光発電設備の設置申請でございます。 

農地の区分につきましては、別表農地転用許可判断基準にありますよう

に、受付番号２０番につきましては、街区に占める宅地の割合が４０％以

上であるので第３種農地と判断されます。受付番号２１番、２２番の申請

につきましては、第２種農地と判断されます。 

また、受付番号に※がございます２１番、２２番は、８月の農業委員会

で農業振興地域整備計画変更に伴う意見決定がなされた案件でございます。 

第２種農地の許可判断基準の理由としまして、受付番号２１・２２番に

つきましては、申請者は、太陽光発電での電力供給による環境配慮及び社

会貢献や、土地の有効活用が図られ将来的な収益が見込めることから、申

出地に太陽光発電設備の設置を計画したものです。 



土地の選定にあたりましては、申請者は、自己所有地及びその他住所地

周辺の土地において太陽光発電設備の設置に適した土地を探した結果、本

申請地に設備の設置を計画しました。申請地は、自宅から近いため、日常

の管理が容易で、地積・形状・日照条件が共に揃っており、太陽光発電設

備を設置するには最適地であります。他に代替する土地はなく、この土地

しか在りません。 

立地基準及び一般基準としまして、別紙農地転用許可判断基準のとおり

でございます。許可できると判断されます。 

以上でございます。 

 

議 長 

事務局の説明が終わりましたが、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

（「ありません」の声あり） 

 

議 長 

      ご意見・ご質問もないようですので、承認決定してよろしいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議 長 

それでは、議案第４９号「農地法第４条の規定による許可申請書許可決

定について」を承認決定といたします。 

続きまして、日程第４、議案第５０号「農地法第５条の規定による許可 

申請書意見決定について」を議題といたします。 

   それでは、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

５ページをお願いします。受付番号１３１番から１２ページ１５２番ま

での２１件の申請です。 

６ページ１３１番から８ページ１４０番までは分家住宅の建築です。９

ページ１４１番は店舗の建築及び駐車場の設置です。１０ページ１４２番

は資材置場兼駐車場の設置です。１４３番から１１ページ１４７番までは

駐車場の設置です。１４８番から１２ページ１５０番までは太陽光発電設

備の設置です。１５２番につきましては営農型太陽光発電設備の支柱設置

としての一時転用の申請でございます。 

農地の区分につきましては、別表農地転用許可判断基準にありますよう

に、６ページ受付番号１３４番については、草井支所から３００ｍ以内で



あるので、第３種農地と判断されます。７ページ１３７番、８ページ１３

９番、１０ページ１４２番、１４４番、１１ページ１４７番から１２ペー

ジ１５０番につきましては、街区に占める宅地の割合が４０％以上である

ので第３種農地と判断されます。受付番号１４０番については、おおむね

１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であるため第

１種農地と判断されます。残りの１５２番を除いた申請につきましては、

第２種農地と判断されます。 

また、受付番号に※がございます申請につきましては、先の農業委員会

で農業振興地域整備計画変更に伴う意見決定がなされた案件でございます。 

なお、１１ページ１４７番でありますが、本申請地を駐車場として利用

しておりましたので始末書が添付された申請書となっております。 

第１種農地の許可判断基準の理由としまして、受付番号１４０番につき

ましては、農地法施行規則第３３条第４号の規定により「住宅その他申請

に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要

な施設で集落に接続して設置されるもの」であれば、転用が認められます。 

申請者は、妻と子供２人の４人家族で住所地である丹羽郡大口町の賃貸

住宅に住んでおります。子供の成長に伴い、現在の住居では狭隘な為、分

家住宅の建築を計画したものです。 

土地の選定にあたりましては、申請者には所有する土地はありません。

本家での同居も考えましたが跡取りである二男家族が住んでいるため無理

があります。そこで、本家所有地及びその他近隣の土地で検討した結果、

本申請地を本家である父より借り受けて分家住宅を建築する計画をしまし

た。申請地は、本家に近く、生まれ育った環境なので、本家と協力し合え、

生活不安の無い最適地であります。他に代替する土地はなく、この土地し

か在りません。 

第２種農地の許可判断基準の理由としまして、受付番号１３１番につき

ましては、申請者は、現在妻と２人で住所地である赤童子町の賃貸住宅に

居住していますが、家財道具が増え将来子供が生まれると、現在の住居で

は狭隘になるため、分家住宅の建築を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者は、本家所有地及び本家周辺の土

地において、分家住宅に適した土地を検討した結果、本申請地を本家の父

より借り受け、分家住宅の建築を計画しました。申請地は、本家に近く、

小学校・保育園も近いため、子供を育てるには良い環境であり、電気・水

道・排水施設も整備された立地条件でもあるため、申請者にとって最適地

であります。他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

受付番号１３２番につきましては、申請者は、現在妻と子供の３人家族

で住所地である岐阜県各務原市の借家に居住していますが、借家を返却し

なければならないため、分家住宅の建築を計画しました。 



土地の選定にあたりましては、本家敷地への建築は、地形が不整形で利

用可能なスペースが取れないため、本家周辺の土地において、分家住宅に

適した土地を検討した結果、本申請地を新たに取得して、分家住宅の建築

を計画しました。申請地は、本家に近く、申請者にとって生活環境の整っ

た最適地であります。他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

受付番号１３３番につきましては、申請者は、現在妻と２人で住所地で

ある一宮市の賃貸住宅に居住していますが、将来子供が生まれたことを考

えると、現在の住居では狭隘な為、分家住宅の建築を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者夫婦には所有する土地は無く、本

家所有地及びその他本家周辺の土地において、分家住宅に適した土地を検

討した結果、本申請地を本家の父より借り受け、分家住宅の建築を計画し

ました。申請地は、本家に近く、将来子育ての協力が得られる環境にあり、

病院や店舗もあるため、日常生活での支障がありません。また、周囲には

集落が建ち、電気・水道の引き込みも容易であることから、住環境及び立

地条件共に最適地であります。他に代替する土地はなく、この土地しか在

りません。 

受付番号１３５番につきましては、申請者は、夫と２人で住所地である

小牧市の賃貸住宅に住んでおります。年と共に家財道具も増え、現在の住

居では手狭になり、分家住宅の建築を計画したものです。 

土地の選定にあたりましては、申請者夫婦には所有する土地はなく、本

家敷地には後継者である兄家族が住んでいるため同居はできません。その

ため、本家所有地及びその他本家周辺の土地において、分家住宅に適した

土地を検討した結果、本申請地を本家の父より借り受け、分家住宅の建築

を計画しました。申請地は、本家に近く、日常生活において多大な援助を

受けること、親の面倒を看ることに都合の良い場所です。住みなれた場所

で、住環境・立地条件ともに最適地であります。他に代替する土地はなく、

この土地しか在りません。 

受付番号１３６番につきましては、申請者は、現在妻と２人で住所地で

ある一宮市の賃貸住宅に居住していますが、家財道具も増え、現在の住居

では狭隘な為、分家住宅の建築を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者夫婦には所有する土地はなく、本

家には跡取りである兄が住んでおり同居はできないため、本家所有地及び

その他近隣の土地において、分家住宅に適した土地を検討した結果、本申

請地を本家の父より譲り受け、分家住宅の建築を計画しました。申請地は、

本家に近く、お互いが助け合って暮らしていける位置にあります。日当た

りが良く閑静な土地であり、子供の頃から慣れ親しんだ土地でもあるため、

申請者にとって最適地であります。他に代替する土地はなく、この土地し

か在りません。 



受付番号１３８番につきましては、申請者は、現在夫と２人で住所地で

ある村久野町の賃貸住宅に居住していますが、家財道具も増え、かつ資金

援助を受ける義父家族と同居予定であるので、現在の住居では狭隘であり、

安定した生活基盤を整えるため、分家住宅の建築を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者夫婦には所有土地はなく、本家所

有地及びその他近隣の土地において、分家住宅に適した土地を検討した結

果、本申請地を新たに取得して、分家住宅の建築を計画しました。 

申請地は、本家からも車で通える範囲で何かと支援も受け易く、同居予

定の義父が経営する理容室にも近いため、申請者にとって最適地と考えま

す。他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

受付番号１４１番につきましては、申請者は、現在東京都豊島区に本社

を構え、コンビニエンスストアを国内に約１８，０００店舗展開していま

す。さらなる事業展開に伴い、周辺人口も多く、幹線道路に面した集客が

見込める利便施設として申出地を借り受け、店舗の建築及び駐車場の設置

を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者は店舗建築するための土地で、地

積及び立地条件等を検討した結果、今回申請する土地を借り受けてコンビ

ニエンスストアの建築を計画しました。申請地は、幹線道路に面している

ため、地域の方の利用がし易い環境にあり、商品の搬入出も容易ですので、

立地条件が整っております。また、既存集落が近くにあり、必要駐車台数

の確保ができるなど、集客が見込める利便施設として最適地でございます。

他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

受付番号１４３番につきましては、申請者は、現在住所地である安良町

に本社を置き、屎尿収集運搬業を営んでおります。慢性的に駐車場が不足

しており、事業に支障が出ているため、駐車場の設置を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者は申請目的に叶った土地を探した

結果、今回申請する土地を借り受けて、業務車両のための駐車場の設置を

計画しました。申請地は本社に隣接しており、土地の利用上及び防犯上最

適地であります。他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

受付番号１４５番につきましては、申請者は、現在住所地の安良町に本

社を置き、ねじ製造業を営んでいます。現在借りている駐車場を返却しな

ければならず、駐車場の設置を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者は申請目的に叶った土地を探した

結果、今回申請する土地を新たに取得し、従業員駐車場の設置を計画しま

した。申請地は本社工場に近接しており、駐車場としては申し分ない位置

にあるため申請者にとって最適地であります。他に代替する土地はなく、

この土地しか在りません。 

受付番号１４６番につきましては、現在住所地に本社を置き、昭和２２



年の創業より燃料販売業を営んでおります。社員の増員に伴い駐車場敷地

が不足したため、駐車場の設置を計画しました。 

土地の選定にあたりましては、申請者は営業所の近くにおいて土地を探

した結果、今回申請する土地を借り受けて、従業員駐車場の設置を計画し

ました。申請地は営業所に近く、土地の利用上及び防犯上最適地でありま

す。他に代替する土地はなく、この土地しか在りません。 

立地基準及び一般基準としまして、別紙農地転用許可判断基準のとおり

でございます。許可できると判断されます。 

以上でございます。 

 

議 長 

事務局の説明が終わりましたが、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

藤岡委員 

受付番号１４１番について、農業振興地域整備計画変更時から申請者の

社名が変更しているようですが、経営統合したことが理由でしょうか。 

 

事務局 

藤岡委員のご指摘のとおり、経営統合して今回の申請者に事業継承され

ていることから社名変更しています。 

 

議 長 

その他、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

（「ありません」の声あり） 

 

議 長 

      ご意見・ご質問もないようですので、承認決定してよろしいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議 長 

それでは、議題第５０号「農地法第５条の規定による許可申請書意見決定 

について」を承認決定といたします。 

続きまして、日程第５、議案第５１号「農業経営基盤強化促進法第１８条

１項の規定による農用地利用集積計画（案）の意見決定について」を議題と

いたします。事務局より説明をお願いします。 

 



事務局 

１４ページをお願いします。２件の案件でございます。 

権利の集積として貸し手と借り手が農地中間管理機構である公益財団法人

愛知県農業振興基金を通じて農地の貸し借りを行うものであります。 

整理番号３番は、・・・￥さんが公益財団法人愛知県農業振興基金に村久野

町の畑４筆合計２，１０８㎡を貸して、整理番号４番は、・・・￥さんが公益

財団法人愛知県農業振興基金に小杁町の畑８４３㎡を貸して、それぞれから

借り受けた農地を公益財団法人愛知県農業振興基金が転貸するものです。 

この申請の契約期間につきましては平成３９年２月２３日となっておりま

す。農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考え

ます。 

説明は以上でございます。 

 

議 長 

事務局の説明が終わりましたが、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

（「ありません」の声あり） 

 

議 長 

ご意見・ご質問もないようですので、承認決定してよろしいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議 長 

それでは、議題第５１号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規程

による農用地利用集積計画(案)の意見決定について」を承認決定といたします。 

続きまして、日程第６、議題第５２号「農地中間管理事業の推進に関する

法律第１９条第３項の規定による農用地利用配分計画（案）の意見決定につ

いて」に移らせていただきます。事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

     １１ページをお願いします。２件の案件でございます。権利の配分として

貸し手と借り手が農地中間管理機構である公益財団法人愛知県農業振興基金

を通じて農地の貸し借りを行うものであります。 

整理番号３番は、公益財団法人愛知県農業振興基金が・・・￥さんに村久

野町の畑４筆合計２，１０８㎡を転貸する、整理番号４番も、公益財団法人

愛知県農業振興基金が・・・￥さんに小杁町の畑８４３㎡を転貸するもので

す。この申請の契約期間につきましては平成３９年２月２３日となっており



ます。 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第４項の各要件を満たして

いると考えます。説明は以上でございます。 

 

議 長 

     事務局の説明が終わりましたが、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

杉本委員 

     ・・・￥で農業に従事している従業員数を教えて下さい。 

 

事務局 

     社員が２名、パート１名がいるということを聞いています。 

 

杉本委員 

     申請地に対する営農計画書のような書類はありますか。 

 

事務局 

     営農計画書のような書類はありませんが、借受申込書に栽培する作物名や

希望する土地の条件等の情報を記入してもらいます。・・・￥は江南市全域で

田畑を探している内容でしたので、耕作放棄地を除く貸出希望農地全てを紹

介したところ、今回の５筆を借りたいという意向でした。 

 

議 長 

他にご意見・ご質問もないようですので、承認決定してよろしいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議 長 

それでは、議題第５２号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条

第３項の規定による農用地利用配分計画（案）の意見決定について」を承認

決定といたします。 

 続きまして、日程第７、「諸般の報告」に移らせていただきます。事務局よ 

り説明をお願いします。 

 

事務局 

１８ページ①でございます。受付番号８０番から２０ページ８９番まで

の１０件の届出です。全ての届出につきまして、権利の種類は所有権で、

権利を取得した事由としまして相続でございます。 



２１ページ②でございます。受付番号１７番の届出でございます。転用

計画としまして共同住宅を１棟建築するものです。 

２２ページ③でございます。受付番号６３番から２４ページ７１番まで

の９件の届出です。受付番号６３番・６４番、２３ページ６７番、２４ペ

ージ６９番・７０番については、所有権を移転し住宅を建築する。２２ペ

ージ６５番については、所有権を移転し駐車場として利用するもの。２３

ページ６６番については、所有権を移転し宅地として分譲するもの。２３

ページ６８番、２４ページ７１番については、使用貸借権で住宅を建築す

るものです。 

２５ページ④でございます。受付番号２６番の１件です。願い出土地の

高屋町に居宅・物置・車庫が現在あり、現況が農地以外であることを証明

するものであります。 

２６ページ⑤でございます。受付番号２番の１件でございます。赤童子

町の畑２１８㎡を平成２８年１０月に受理を受け転用する予定でありまし

たが、願出者の都合により受理の取消を行ったものです。 

２７ページ⑥でございます。携帯電話無線基地局を設置するため、小折

町の畑１，１１４㎡の内１０㎡を賃借するものです。 

内容は議案書記載のとおりです。添付書類も含め完備しておりましたの

で、事務局先決により受理いたしました。 

以上でございます。 

 

議 長 

事務局の説明が終わりましたが、何かご意見・ご質問はありませんか。 

 

議 長 

無いようですので、続きまして、日程第８、「その他」に移ります。事務

局何かありますか。 

 

事務局 

      まず、平成２８年度尾張北部地域農業講演会についてです。お手元に案

内文を配布しましたので、御目通しください。当日は、直接会場となって

いる大口町民会館へお越しいただくことになっておりますので、宜しくお

願いいたします。なお、出席人数把握のため、当日ご都合の悪い方は事務

局までお申し出ください。 

最後に、次回の予定は、平成２９年１月２４日（火）午後１時３０分か

ら場所は市民文化会館 特別会議室でございます。以上です。 


